清野りんご園便り　　　No.7　　　　　　　　平成19年1月
新年を向かえ皆様いかがお過ごしでしょうか。

今年は昨年の大雪とは異なり、積雪も少なくゆっくりとお正月を過ごすことができました。昨年の我が家の出来事といえば、１２月からの大雪による除雪・雪下ろし、洵の保育園入園、韓国里帰り、いも煮会＆収穫祭、りんご祭り、保育園クリスマス会、テレビ・冷蔵庫購入・・・。クリスマス会では洵の歌や踊りを見て、我が子の成長にただ驚くばかり、本当に大きくなりました。毎年町で行っているりんご祭りでは、昨年もりんごを販売しました。私たちのことを覚
えてくださり、また来ていただいたお客様、たくさんのお客様や他の販売者との交流は貴重な体験になりました。

また、昨年は多くの方にリンゴ園に遊びに来ていただき、楽しい時間を過ごすことができました。ありがとうございま

した。いろいろありましたが、みんな健康でよい一年だったと思います。
今年は長女由奈の保育園入園、畑の拡大・新しい品種への更新など、今年も家族みんな元気にがんばっていきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。
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　油上がったりんご？　１０月上旬、僕の日本語学校の恩師である岡野先生が、旦那さんと妹さんの３人でリンゴ園に遊びに来て下さいました。その時もぎ取りをしたりんご（千秋・ジョナ－ゴールド・シナノスイート）を自宅に持ち帰り、保存中にりんごの皮にべとべとした油のようなものが出ていることに気づいたそうです。今までは、生産者がりんごにワックスをかけているのだと思い、きれいに洗っていたのだそうです。
でも今回、これは生理現象であることに気がつき、このことをまだ知らない人もいるのでは・・・リンゴ園便りに載せてください、とのご意見がありました。
　農家の消費者に対する知らせる義務の怠慢を指摘いただきましてありがとうございました。　
ここに遅ればせながら書いてみます。
りんごの品種によっては、ワックスを塗ったようなりんごに出くわすことがあります。消費者の方はワックスか農薬かと心配し嫌がりますが、これはそのどちらでもなく、実の糖分が沁み出してきたもので、完熟したものだけに起こるのです。べとべとしたこのようなりんごを、品質の間違いないものとして求める方がいるくらいです。安心して味わってみてください。


今までのリンゴ園便りは生産者の思いを一方的に知らせるものでしたが、これを機に消費者からの意見も載せたいと思います。消費者の目線でのりんごに関する疑問・質問がありましたら清野リンゴ園までメール、電話、FAXなどでお知らせください。消費者の声のコーナーに載せます。電話/FAX 0237-67-7359・メールmaruwa@lapis.plala.or.jp

　だーれだ？！　　　
“山形県朝日町の「りんごまつり」
2006年１１月１８日（土）
昨年に続いて朝日町のりんご祭りに出かけた。清野さんの販売場でおいしいりんごを購入。神戸と八王子へ送った。りんごの味は好評で、また来年も清野さんのりんごを送ることを約束する。“（写真・文　新潟県野口さん）
←写真は新潟県の野口様がりんご祭りに訪れたとき、販売に頑張っている妻（千春）を写したものです。

↑文書はその後、わざわざ家まで訪れていただいた時、写真と共にいただいたものです。

嬉しいやらびっくりするやら、感謝の気持ちいっぱいでした。丸くて赤いりんごが結んでくれた出会いと思い、これからも人との絆を大切にしたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　年末年始になると早いな～と感じるのは僕だけではないと思います。

僕にとって昨年も春・夏・秋・冬それぞれすばらしき時間で充実した１年で

した。花が咲く頃の息子の入園、故郷の暖かさを感じた里帰り、忙しさを

も満足に変わる収穫作業、雪積もる静かさの中での自己反省と人々へ

の感謝の気持ち。

１月３日は、大きいばばちゃん（妻の祖母）の１周忌の日でした。
命あるあいだ、生きるためにどん欲でありたいです。

猪年の今年は、運動会での息子（洵）のように元気よく、前進あるのみで行きたいと思います。































新しい畑と品種


この頃農家の高齢化などで農業ができなくなり、農家の数が減少していく中、我がリンゴ園の隣にも昨年の耕作を最後に止める畑がありさびしい限りです。


せっかく大きくなったりんごの樹を切るのはもったいないことや、今年から娘を保育園にいれるなどして妻の働き手の確保が出来るので、清野リンゴ園で借りることにしました。80㌃の面積に概にあった樹に加え、樹の間に苗木を植える予定をしています。準備した130本の苗木がそのときを待ちながら、畑の一角で春を待っています。苗木の中でも特に楽しみにしているものがあります。


千秋と陽光を親に持つ山形生まれの秋陽（シュウヨウ）がそれです。農業試験場での試食会では味といい、姿といい満点でした。味の良いものが出来ましたら、皆様にもご披露したいと思いますので、今しばらく（５年ぐらい）お待ちくださいませ。　　『はたけ増え　しあわせ増え　農家かな』





いも煮会＆収穫祭


毎年恒例となった、りんご園でのいも煮会＆


収穫祭。昨年もたくさんの方々に来ていただき楽しい時間を過ごすことが出来ました。


昨年は、クイズや皮むき競争などで盛り上がり、おいしいプレゼントをｹﾞｯﾄした方もいらっしゃいました。今年はまだ考え中ではありますが、


りんごの丸ごと早食い競争？！ジュースの味当て？！などいろいろ考え、みんなで楽しめる小さな畑の盛り上がるイベントにしたいと思います。今年も来てくださいね。


『なべの芋　たわわの実　人の縁なり』　





　





ジョンパル先生！！


昨年も一昨年に続き、地元朝日中学校に講師として招かれました。（拍手　パチパチ）


といっても、僕にできるのは精々故郷韓国の自慢話くらいです。誰も行ったことがないことをいいことに、自分なりの故郷の歴史や文化、学校教育などをお話ししてきました。


４日間、大切な体験ができたことをうれしく思います。特に韓国の文字ハングルを教える難しさを身をもって感じました。学生であり続けた僕には新鮮なショックでもあり、今まで自分を教え育ててくださった先生方々に改めて感謝し拍手を送りたいと思いました。





『教えるも　学ぶも　人なり』


　　











